
富士山憲章
NewsLetter

No.146

2025

3

第22回富士さんへ謹賀新年
～富士山あて年賀状～入賞・入選作品決定！
－美しい富士山を守り、未来へ引き継いでいくために－
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富士山ボランティアセンターでは、富士山の環境保全に向けた意識を高め、美しい富士山を将来にわたり守
り引き継ぐことを決意した「富士山憲章」の普及定着を図るため、富士山にあてた年賀状を募集しました。22
回目を迎え37都道府県と海外から944点の応募があり、厳正な審査の結果、最優秀賞3点、優秀賞6点、審査員
長賞1点、審査員特別賞4点、企画力賞2点、表現力賞2点、メッセージ賞2点を含めた、入選200点を決定いた
しました。たくさんのご応募、誠にありがとうございました。

審 査 員

審査員長 櫻井 孝美 氏（安井賞受賞画家）

審 査 員 松島 仁 氏（静岡県富士山世界遺産センター 教授）

五十嵐 哲也 氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主幹研究員)

秋本 梨恵 氏（山梨県産業技術センター富士技術支援センター 主任研究員）

内藤 雅士 氏（山梨県立美術館 主査）

雨宮 康 氏（山梨県立富士山世界遺産センター 副所長）

審 査 員 総 評

◆先ず、一次審査で選出された200点、それぞれに賞をつけたいほどの秀作、力作であった。受賞作20点につ
いて、小さなハガキの画面にも拘らず溢れる富士山愛や、富士山に夢や希望を託す思い、心情を十分に感
じ取られる優れた作品であった。それらは表現力に富んだ色彩豊かな作品、メッセージとして詩情溢れる
作品、絵と文章との絶妙な一体感等に感心させられた。

◆必ずしも穏やかとはいえない毎日。しかしながら応募作のいずれにも、富士山に対する、独創性あふれる
メッセージが込められ、末永い平安を希う想いがあふれていた。

◆富士山の年賀状という同じテーマでありながら、それぞれ違った視点からのアプローチがとても多彩で、
全く新しいアイデアに出会える事に驚かされました。

◆全体として例年以上に個性的でレベルの高い作品が多く、特に中高生で力作が多かったのがうれしく感じ
ました。ヘビ年のモチーフを様々に活かした作品が多く、楽しく審査しました。デジタルに慣れているた
めか、厚みの感じられる画材や細かい手描きの線が魅力的な作品に力強さを感じました。

◆どの作品からも富士山への熱い思いを感じました。県内のみならず県外・国外の方からの作品もあり、ま
さに世界遺産としての魅力がつまった山であることを感じました。

◆応募された方それぞれの富士山に対する思いが作品から伝わります。その思いはバラエティ豊かで富士山
の魅力を再発見しました。

最 優 秀 賞

増田 唯乃
（山梨県/小学生以下の部）

林 昀潔
（台湾/中学生・高校生の部）

磯田 鈴美
（埼玉県/一般の部）

◆ブルーとグリーンのグラデーションと
ハーモニーの構図と色彩の美しさから、
富士と共にある豊かな愛を感じる。

◆窓からの富士山が写実的でもあり空想
でもあるような不思議な存在感で描か
れており印象的。

◆メッセージ性もあり、大胆な構図に目
を引かれます。

◆富士山がカラフルな色彩で表現され電車
の擬音も絵の中に文字として描くなど、
ユニークで独創的な作品。

◆鉄道の車窓からの富士山が、額縁の中の
絵のようで、また楽しい旅の良さを感じ
られる素敵な作品。

◆「富士山の近くまできたんだ」という喜
びを表している。

◆富士山のように元気に育って欲しいと
願う優しい親心がほほえましい。純真
無垢に春の霊峰を見上げる頑是ない子
供の後姿。

◆子が生まれた喜びと子どもが富士山の
ように大きくなってほしいという親の
願いを上手に表現している。

◆表現力、メッセージのバランスがよい。
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優 秀 賞

四戸芙蓉（岐阜県）

笠井日葵（山梨県）

渡辺和里（山梨県）

弓美華（東京都）

岩橋理恵（北海道）渡辺はな乃（山梨県）

審査員長賞 審査員特別賞

表現力賞企画力賞 メッセージ賞

藤田寿々子（東京都）

飯田千陽（静岡県）

山﨑匠（山梨県） 新井ももの（山梨県）

舟久保奈月（山梨県）

三浦穂乃佳（山梨県） 中澤沙也佳（山梨県） 中島慶太（山梨県）

前田大翔（山梨県）

植田朱音
（山梨県）

村上真保
（愛知県）
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そ
し
て
つ
い
に
、
入
賞
・
入
選
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
20

点
は

作
品
巡
回
展
は
も
ち
ろ
ん
、
富
士
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
講
評
と

あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
作
品

巡
回
展
の
開
催
施
設
や
日
程
の
詳
細
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ス
ピ
ン
オ
フ

～
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
選
ぶ

富
士
山
あ
て
年
賀
状
～

今
回
、
地
元
高
校
生
に
協
力
い
た
だ

き
、
入
賞
20

点
を
除
い
た
入
選
１
８
０

点
の
中
か
ら
、
５
部
門
１
枚
を
選
び
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
を
つ
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
５
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
賞
は
、
作
品

横
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
目
印
。
ま
た
、
富

士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
選
ば
れ
た
作
品
と

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
メ
ン
ト
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
富
士
山
を
身
近

に
見
て
い
た
高
校
生
が
一
生
懸
命
選
ん

だ
作
品
に
注
目
で
す
。

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

（
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

運
営
し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推

進
会
議
は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域

の
７
市
町
村
（
富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、

忍
野
村
、
山
中
湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、

鳴
沢
村
、
身
延
町
）
、
２
つ
の
恩
賜
林

組
合
（
富
士
吉
田
市
外
二
ヶ
村
恩
賜
県

有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・
富
士
河
口

湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
平
成
10

年
に
山
梨
・

静
岡
両
県
で
制
定
し
た
「
富
士
山
憲

章
」
の
普
及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境

保
全
と
適
正
利
用
を
推
進
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
11

月
９
日
（
土
）
、
道

の
駅
富
士
吉
田
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

山
梨
県
自
動
車
整
備
振
興
会
お
よ
び

富
士
山
麓
環
境
美
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
成
団
体
等
あ
わ
せ
て
35

名
の
協
力

の
も
と
、
不
法
投
棄
の
防
止
を
呼
び
掛

け
な
が
ら
、
啓
発
物
品
お
よ
そ
５
０
０

個
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺
の

清
掃
活
動
も
行
い
、
可
燃
ゴ
ミ
４
㎏
、

不
燃
ゴ
ミ
３
㎏
を
回
収
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
29

日
（
水
）
、
東
京

都
内
に
て
、
「
富
士
山
環
境
保
全
募

金
」
の
寄
付
受
納
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

ご
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
『
端
数

倶
楽
部
』
様
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
ビ
ジ

ネ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
株
）
お
よ
び

関
連
会
社
で
働
く
方
々
や
退
職
さ
れ
た

方
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
自
発

的
、
自
主
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
「
社
会
福
祉
」

「
文
化
・
教
育
」
「
自
然
環
境
保
護
」

「
国
際
支
援
」
「
災
害
復
興
支
援
」
の

分
野
で
、
大
切
に
積
み
立
て
ら
れ
た
資

金
を
有
効
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
長
き
に
わ
た
り

行
っ
て
い
る
「
端
数
倶
楽
部
」
様
か
ら
、

貴
重
な
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

富
士
山
で
の
植
樹
祭
な
ど
の
活
動
を

さ
れ
て
い
る
「
自
然
環
境
保
護
部
会
」

の
狙
い
は
「
緑
の
地
球
を
次
世
代
へ
」
。

環
境
保
全
の
大
切
さ
と
後
世
に
引
き
継

ぎ
た
い
想
い
が
重
な
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
寄
付
金
は
、
社
会
貢
献
活
動
に

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

富
士
山
の
環
境
保
全
に
向
け
た
意
識

や
関
心
を
高
め
、
美
し
い
富
士
山
を
将

来
に
渡
り
守
り
引
き
継
ぐ
こ
と
を
決
意

し
た
「
富
士
山
憲
章
」
の
普
及
定
着
を

図
る
た
め
、
富
士
山
に
あ
て
た
年
賀
状

を
募
集
し
ま
し
た
。

厳
粛
な
雰
囲
気
で
開
催
さ
れ
た
、

「
一
次
審
査
」
と
「
最
終
審
査
」
。
応

募
総
数
は
例
年
よ
り
減
り
ま
し
た
が
、

作
品
の
精
度
は
高
く
、
審
査
員
の
方
々

は
と
て
も
悩
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

富
士
山
麓
古
タ
イ
ヤ
等
不
法
投
棄

防
止
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

富
士
山
環
境
保
全
募
金寄

付
受
納
式

【端数倶楽部事務局様にて】
ありがとうございました。

第
22

回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～

【一次審査】

【最終審査】

【啓発物品の配布
と清掃活動の様子】

富士山
ボランティアセンター

Instagram

富士山
ボランティアセンター

Homepage
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令
和
６
年
９
月
25

日
（
水
）
富

士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
所
属
す
る
、
山

梨
県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の

調
査
研
究
チ
ー
ム
の
登
山
道
調
査
に

同
行
し
ま
し
た
。
目
的
は
、
静
岡
県

の
小
山
町
に
あ
る
須
走
口
登
山
道
か

ら
七
合
目
太
陽
館
ま
で
歩
き
、
現
存

す
る
諸
施
設
や
旧
来
の
登
山
道
に

沿
っ
て
残
っ
て
い
る
施
設
の
遺
構
を

確
認
す
る
こ
と
で
し
た
。

閉
山
期
で
あ
り
（
許
可
は
取
っ
て

い
た
）
気
温
も
低
く
、
歩
き
始
め
は

シ
ト
シ
ト
降
っ
て
い
た
雨
が
次
第
に

強
く
な
っ
た
た
め
、
新
六
合
目
の
長

田
山
荘
ま
で
行
き
引
き
返
し
て
き
ま

し
た
。
で
す
が
五
合
目
の
古
御
嶽
神

社
、
五
合
目
上
（
休
二
合
五
勺
）
に

あ
っ
た
雲
霧
神
社
跡
（
鳥
居
の
残
欠

が
遺
る
）
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
11

月
21

日
（
木
）
河

口
湖
の
小
曲
展
望
広
場
に
て
外
来
植

物
の
駆
除
活
動
が
行
わ
れ
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
も
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

駆
除
対
象
の
ア
レ
チ
ウ
リ
は
北
米
原

産
で
、
河
川
敷
に
多
く
生
育
し
ま
す
。

数
千
の
種
子
を
つ
け
、
大
規
模
に
繁

茂
す
る
た
め
、
特
定
外
来
生
物
と
し

て
駆
除
が
必
要
で
す
。
こ
の
種
は
数

年
生
存
し
、
夏
に
花
を
つ
け
る
と
ス

ズ
メ
バ
チ
が
集
ま
り
、
観
光
地
と
し

て
は
、
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

令
和
７
年
1

月
17

日
（
金
）
隔

月
で
実
施
し
て
い
る
大
平
山
の
定
期

点
検
を
行
い
ま
し
た
。
石
割
神
社
の

駐
車
場
の
ト
イ
レ
の
裏
か
ら
登
り
、

平
尾
山
～
大
平
山
～
飯
盛
山
～
大
出

山
の
間
に
あ
る
東
海
自
然
歩
道
の
設

備
を
点
検
し
ま
す
。

主
に
木
製
の
階
段
や
、
東
海
自
然

歩
道
の
看
板
標
識
、
ベ
ン
チ
な
ど
が

点
検
の
対
象
で
、
そ
の
他
に
登
山
道

上
に
異
状
が
あ
れ
ば
報
告
書
に
ま
と

め
て
提
出
し
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
環
境
省
主
導

で
近
自
然
工
法
に
よ
る
登
山
道
の
補

修
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
環
境
省
の
富
士
五
湖
管
理
官

事
務
所
の
管
理
官
、
山
梨
県
観
光
資

源
課
の
担
当
者
と
合
同
で
の
点
検
と

な
り
ま
し
た
。

初
心
者
で
も
比
較
的
登
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
人
気
の
高
い
こ
の
コ
ー

ス
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
も
尽
力
し

て
い
ま
す
。

普段は巡回をしない静岡県側の
須走口登山道

葉も実も枯れたアレチウリ

点検対象物の階段
（水切りが倒れている）

4

須
走
口
登
山
道
調
査

ま
す
。
さ
ら
に
花
の
後
に
実
が
付
き

そ
の
実
が
落
ち
る
と
発
芽
し
て
繁
殖

を
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

駆
除
作
業
は
ハ
ー
ド
で
す
が
、
な

ぜ
か
没
頭
し
て
し
ま
い
、
あ
る
種
の

中
毒
性
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ク
ラ
ブ
主
催

の
こ
の
活
動
は
、
毎
年
数
回
か
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
ア
レ
チ
ウ

リ
は
繁
殖
力
が
旺
盛
な
の
で
す
が
簡

単
に
抜
け
る
た
め
、
芽
が
出
た
ら
早

い
う
ち
に
駆
除
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
す
。
し
か
し
１
回
で
全
て
を
取
り

き
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
夏
に
な
る

と
硬
い
ザ
ラ
ザ
ラ
の
付
い
た
ツ
ル
を

伸
ば
し
、
周
り
の
植
物
な
ど
に
絡
み

つ
き
な
が
ら
グ
ン
グ
ン
伸
び
て
い
き

外
来
植
物
駆
除
作
業

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

推
進
協
議
会

レンジャーの活動について報告

令
和
６
年
12

月
11

日
（
水
）
富

士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
エ
コ
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
推
進
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、

青
木
ヶ
原
樹
海
な
ど
の
自
然
環
境
を

保
全
し
、
適
正
に
利
用
す
る
た
め
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
自

然
公
園
法
の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
樹
海
の
巡
回
記

録
の
報
告
、
協
議
会
設
置
要
綱
の
改

正
確
認
、
各
団
体
の
活
動
状
況
の
確

認
、
課
題
点
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

大
平
山
合
同
定
期
点
検



富
士
山
が
開
山
し
て
な
い
季
節
を
中

心
に
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
学
習

会
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
、
精
力
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

巡
回
や
登
山
指
導
等
の
業
務
と
は
ま
た

異
な
っ
た
、
皆
さ
ん
と
の
貴
重
な
ふ
れ

あ
い
の
機
会
で
す
。
実
施
会
場
は
、
拠

点
施
設
で
あ
る
山
梨
県
立
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
を
始
め
、
県
内
の
学
校

や
公
共
施
設
を
中
心
に
ご
要
望
に
合
わ

せ
た
各
地
へ
の
出
張
等
さ
ま
ざ
ま
。
お

声
が
掛
か
れ
ば
、
県
内
外
を
問
わ
ず
出

張
し
て
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

年
明
け
に
は
県
立
図
書
館
で
、
新
企

画
「
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
半
部
で
は
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
「
国
立
公

園
」
と
し
て
の
富
士
山
の
お
話
を
皮
切

り
に
、
昨
年
夏
の
富
士
登
山
を
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
レ
ポ
ー
ト
し
ま
し

た
（
写
真
①
）
。

様
々
な
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
富

士
山
五
合
目
で
、
登
山
者
の
皆
さ
ん
の

安
全
の
た
め
に
「
悪
戦
苦
闘
」
す
る
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
様
子
な
ど
を
、
当
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
た
ち
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
場

面
を
説
明
。
会
場
か
ら
は
、
驚
き
に
加

え
て
笑
い
声
も
聞
か
れ
、
皆
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
、
富
士
登
山
の
現
状
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
後
半
部
で
は
、
「
冬

も
楽
し
め
る
富
士
山
を
巡
る
山
歩
き
」

と
題
し
て
ス
ラ
イ
ド
講
義
（
写
真
②
）
。

夏
も
冬
も
、
無
理
に
山
頂
を
目
指
さ
な

く
て
も
富
士
山
は
充
分
楽
し
め
る
！
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
込
め
て
、
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
撮
影
し
た
写
真
を
用
い
、
一

般
の
方
が
あ
ま
り
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
冬
の
吉
田
口
登
山
道
・
「
馬
返
し
」

か
ら
五
合
目
の
区
間
の
様
子
や
、
雪
姿

の
富
士
山
の
眺
望
が
得
ら
れ
る
御
坂
山

地
の
山
々
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
幅
広
い
対
応
＆
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
環
境
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
幼
稚
園
保
育
園
か
ら
、

一
般
社
会
人
ま
で
を
幅
広
く
受
講
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
講
義
以
外
に
も
、

自
然
観
察
園
で
の
解
説
や
清
掃
活
動
体

験
、
富
士
山
に
関
す
る
ご
質
問
へ
の
対

応
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用

意
し
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
全
て
無

料
）
。
講
義
の
内
容
や
実
施
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
、
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ

し
た
り
、
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み

合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

例
・
⑴
富
士
山
の
自
然
の
紹
介
を
中
心

と
し
た
講
義
の
後
、
セ
ン
タ
ー
内
の
自

然
観
察
園
を
解
説
付
き
で
見
学
等
。

例
・
⑵
富
士
山
で
起
き
て
い
る
環
境
問

題
を
中
心
と
し
た
講
義
の
後
、
セ
ン

タ
ー
周
辺
で
清
掃
活
動
体
験
等
。

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
の
お
電
話
は

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
ま
で

０
５
５
５
ー
７
２
ー
２
３
６
０

★
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
こ
ち
ら⇒

①2025・1/18 山梨県立図書館

②2025・1/18 山梨県立図書館

2024・10/10 富士山世界遺産センター内自然観察園2025・1/22 出張講座（山中保育所）

会
場
の
方
々
か
ら
は
時
間
が
足
り
な
い

ほ
ど
の
ご
質
問
を
頂
戴
し
、
イ
ベ
ン
ト

は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
。
従
来
と
は
ひ

と
味
ち
が
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
を
お

届
け
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い

か
、
と
レ
ン
ジ
ャ
ー
一
同
ホ
ッ
と
安
堵

し
ま
し
た
。
ま
た
会
場
を
ご
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
県
立
図
書
館
の
関
係
者
の

方
々
に
は
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
改

め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
以
降
も
、
「
楽
し
く
・
分
か
り

や
す
く
・
た
め
に
な
る
」
を
合
言
葉
に
、

富
士
山
の
現
場
に
携
わ
る
レ
ン
ジ
ャ
ー

な
ら
で
は
の
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！
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介
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み
な
さ
ん
ご
存
じ
の
様
に
、
富
士
山

は
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
大
切
な

自
然
が
守
ら
れ
て
い
る
国
立
公
園
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
富
士
山
が
属
す
る
富

士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
は
日
本
で
一
番

来
訪
者
が
多
い
国
立
公
園
で
、
年
間
を

通
じ
て
日
本
及
び
海
外
か
ら
多
く
の
来

訪
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
富
士
山
が
ど
の
よ
う
に
守
ら

れ
て
い
る
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 富

士
山
を
守
る
取
り
組
み
の
ご
紹
介

【
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
巡
回
業
務
】

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
富
士
箱
根

伊
豆
国
立
公
園
の
北
麓
地
域
（
山
梨
県

側
）
を
巡
回
し
、
不
法
投
棄
を
無
く
す

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

巡
回
中
に
発
見
し
た
不
法
投
棄
の
種

類
に
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
家
庭
ご

み
と
、
冷
蔵
庫
等
の
家
電
ご
み
、
タ
イ

ヤ
等
の
車
両
用
品
ご
み
な
ど
が
有
り
ま

す
。

国
立
公
園
の
自
然
は
「
自
然
公
園

法
」
と
い
う
法
律
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

優
れ
た
自
然
風
景
を
保
護
す
る
た
め
各

種
の
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
自
然
公
園
法
】

オレンジ色で示したエリアが特別保護
地区です。

特
別
保
護
区
は
最
も
規
制
が
厳
し
い

区
域
で
す
。
青
木
ヶ
原
樹
海
と
富
士
山

五
合
目
か
ら
上
の
山
頂
ま
で
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

規
制
事
項
は
以
下
に
な
り
ま
す
。

■
車
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
に
乗
る
・
走
る

■
た
き
火
を
す
る

■
た
て
も
の
を
作
る

■
溶
岩
を
持
ち
帰
る

■
動
物
を
つ
か
ま
え
る
、
き
ず
つ
け
る

■
植
物
を
と
る
、
き
ず
つ
け
る

不
法
投
棄
が
多
発
す
る
地
点
は
、
人

通
り
が
少
な
く
、
す
ぐ
側
ま
で
車
両
乗

り
入
れ
が
可
能
な
場
所
で
す
。
そ
の
様

な
場
所
は
重
点
的
か
つ
定
期
的
に
巡
回

を
行
っ
て
い
ま
す
。

富
士
山
に
来
る
人
、
近
く
に
住
ん
で

い
る
人
な
ど
、
皆
さ
ん
に
ル
ー
ル
を

知
っ
て
も
ら
い
、
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
た
い
へ
ん
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
富
士
山
を
残
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
国
立
公
園
の
利
用
者
、
地
元
の
方
、

関
係
機
関
と
の
協
力
】

国
立
公
園
を
利
用
す
る
際
は
十
分
に

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

6
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今
回
は
、
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
勤

務
す
る
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
る
自
然
観
察
園

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
た
く
さ
ん
の

知
識
を
身
に
つ
け
た
後
は
、
森
を
散
歩

し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？
運

が
良
け
れ
ば
冬
の
小
鳥
た
ち
に
も
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
観
察
園
と
冬
の
野
鳥

私
た
ち
富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る

自
然
解
説
（※

要
事
前
予
約
）
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
郷
土
の
自
然
学
習
の

場
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

以
上
、
自
然
観
察
園
と
冬
の
野
鳥
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー
一
同
、
皆
様
が

自
然
観
察
園
へ
お
越
し
に
な
る
日
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
自
然
観
察
園
に

や
っ
て
き
た
冬
の
野
鳥
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
こ
の
観
察
園
で
は
１

年
を
通
し
て
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
が
、
木
の
葉

が
落
ち
、
視
界
の
よ
く
な
る
冬
の
時
期

は
野
鳥
観
察
に
最
適
で
す
。

【
①
カ
ラ
の
混
群
】

カ
ラ
類
を
は
じ
め
と
し
た
小
鳥
た
ち

が
冬
の
間
だ
け
協
力
関
係
を
結
ぶ
こ
と

が
あ
り
、
そ
れ
を
カ
ラ
の
混
群
と
呼
び

ま
す
。

よ
う
こ
そ
、
冬
の
野
鳥
た
ち

彼
ら
が
群
れ
を
作
る
の
は
冬
な
ど
の

寒
い
時
期
の
み
で
、
主
な
目
的
は
防
衛

強
化
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
々
の
葉
が
落
ち
て
、
猛
禽
類
や
モ

ズ
な
ど
の
外
敵
か
ら
身
を
隠
し
づ
ら
い

時
期
、
多
く
の
目
で
監
視
体
制
を
作
る

こ
と
が
捕
食
回
避
に
貢
献
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
の
他
、
群
れ
の
規
模
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
個
体
ご
と
の
警

戒
時
間
が
減
ら
せ
ま
す
し
、
他
の
鳥
が

監
視
し
て
く
れ
て
い
る
う
ち
に
自
分
は

採
餌
が
で
き
る
・
仲
間
の
行
動
か
ら
学

び
を
得
て
効
率
的
な
生
活
が
可
能
と
な

る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
仲
間
の
鳥
が
見
つ
け
た
エ

サ
を
横
取
り
す
る
な
ど
の
行
動
も
見
ら

れ
て
い
て
、
あ
く
ま
で
そ
の
場
し
の
ぎ

の
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ

て
お
り
、
春
に
な
っ
て
暖
か
く
な
る
と

こ
の
群
れ
は
解
散
し
ま
す
。

こ
れ
を
見
つ
け
れ
ば
様
々
な
野
鳥
の

観
察
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、

ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
②
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
と
ル
リ
ビ
タ
キ
】

綺
麗
な
鳥
の
多
い
ヒ
タ
キ
科
か
ら
、

冬
の
ア
イ
ド
ル
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
＆
ル
リ

ビ
タ
キ
の
ご
紹
介
で
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

の
方
が
見
や
す
く
、
明
る
い
場
所
に
い

る
こ
と
が
多
い
印
象
で
す
。
一
方
の
ル

リ
ビ
タ
キ
は
恥
ず
か
し
が
り
屋
さ
ん
で

暗
い
場
所
に
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

ど
ち
ら
も
縄
張
り
意
識
が
強
く
、
お
互

い
が
近
く
に
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
観
察
園
で
は
ど
ち
ら
も
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
ヒ
タ
キ
科
の
オ
ス
は
鮮
や
か
な

色
を
し
て
い
て
見
分
け
や
す
い
の
で
す

が
、
メ
ス
は
全
体
的
に
地
味
な
（
オ
リ

ー
ブ
）
色
を
し
て
い
ま
す
。
見
分
け
方

は
少
し
難
し
い
で
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
を

押
さ
え
れ
ば
誰
で
も
判
別
が
可
能
！
見

る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
尾
羽
で
す
。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
（
メ
ス
）
の
尾
羽
は

オ
レ
ン
ジ
色
、
ル
リ
ビ
タ
キ
（
メ
ス
）

の
尾
羽
は
水
色
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

【
自
然
観
察
園
と
は
？
】

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る
、
１
周
約
20

分
程
度
の
歩

道
が
整
備
さ
れ
た
小
さ
な
森
で
す
。

お
散
歩
程
度
で
あ
れ
ば
15

分
、
じ
っ

く
り
と
自
然
観
察
を
さ
れ
る
方
で
あ
れ

ば
30

分
程
度
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
１
年
を
通
し
て
富

士
山
噴
火
の
証
拠
で
あ
る
溶
岩
を
間
近

で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
然
観
察
園
と
四
季
の
魅
力

通
年
で
開
放
さ
れ
て
い
る
自
然
観
察

園
で
す
が
、
四
季
折
々
の
魅
力
が
あ
り

ま
す
の
で
特
徴
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

【
春
】
様
々
な
花
が
咲
き
ま
す
。
頭
上

の
み
な
ら
ず
足
元
に
も
ご
注
目
。

【
夏
】
木
陰
を
避
暑
地
と
し
て
活
用
す

る
の
が
お
す
す
め
で
す
。
こ
ま

め
な
水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
。

【
秋
】
多
く
の
キ
ノ
コ
が
見
ら
れ
ま
す
。

（
毒
キ
ノ
コ
に
注
意
！
）

【
冬
】
木
々
の
葉
が
落
ち
た
こ
の
時
期

は
野
鳥
観
察
に
最
適
で
す
。

ま
た
、
植
物
の
冬
芽
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

ルリビタキ・オス

ジョウビタキ：オス

7
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■
富
士
山
の
日
記
念
行
事

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
２
月
23

日
は
富
士
山
の
日
で
し
た
。
県
内
各
地

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
も
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
２
月
20

日
～
24

日

２
施
設
企
画
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
山
梨

県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
て
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

ク
イ

ズ
用
紙
に
２
施
設
両
方
の
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
い
、

期
間
中
に
用
紙
を
持

参
し
た
方
に
は
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
企
画
も
恒

例
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
大
変
好
評

で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
着
50

名
様
に
記
念
品

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

●
２
月
23

日

缶
バ
ッ
チ
づ
く
り

富
士
山
の
日
当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー

南
館
内
で
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
も
様
々
で
、
い
ろ
い

ろ
な
缶
バ
ッ
チ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
思
い
思
い
に
富
士
山
に
色
を
つ

け
た
り
、
言
葉
を
入
れ
た
り
、
自
分
だ

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

館
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
館
内
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
付

き
で
見
学
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
展
示

を
深
く
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
付
き
で
館
内
を

巡
っ
た
こ
と
の
な
い
方
、
ぜ
ひ
体
験
し

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■
展
示
紹
介

「
富
士
山
を
語
る
言
葉
た
ち
」

「
富
士
山
百
画
」

富
士
山
が
世
界
遺
産
と
し
て
選
ば
れ

た
理
由
と
し
て
信
仰
が
あ
り
ま
す
。
も

う
一
つ
の
理
由
が
芸
術
で
す
。
富
士
山

に
遠
く
か
ら
思
い
を
馳
せ
て
歌
に
し
た

人
、
富
士
山
を
初
め
て
見
た
感
動
を
小

説
に
し
た
人
、
富
士
山
と
人
々
の
日
常

を
絵
画
と
し
て
描
い
た
人
、
信
仰
と
は

ま
た
違
っ
た
富
士
山
と
人
々
の
関
わ
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
富
士

山
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
展
示
を
ご
覧
に

な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
施
設
の
職
員
に
遠
慮
な

く
た
ず
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
御
朱
印
展

毎
年
一
月
に
は
御
朱
印
展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
御
朱
印
を
集
め
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
富

士
信
仰
に
関
わ
る
神
社
の
御
朱
印
を
集

め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

神
社
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ま
と

め
て
飾
っ
て
あ
る
と
何
か
神
々
し
く
感

じ
ま
す
。
今
年
は
も
う
終
え
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
来
年
は
当
セ
ン
タ
ー

に
足
を
運
ん
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
素
敵
な
一
年
が
ス
タ
ー
ト

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

8

（
情
報
発
信
ス
タ
ッ
フ
）
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9

◆
一
富
士
、
二
鷹
・
・
・
・
◆

～
近
時
の
企
画
展
か
ら
～

一
富
士
、
二
鷹････

。

初
夢
に
見
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て

き
た
の
が
、
「
富
士
山
」
で
あ
り
「
鷹
」

で
す
。
こ
の
両
者
の
間
に
は
、
と
て
も
深

い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

「
鷹
狩
」
と
い
う
言
葉
、
み
な
さ
ん
お

聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
飼
い
慣
ら
し
た
猛
禽
類
を
使
っ
て
、

鳥
類
や
小
動
物
を
捕
獲
す
る
古
代
以
来
の

狩
猟
法
で
す
。
鷹
狩
に
用
い
る
鳥
は
、
巣

を
見
つ
け
、
巣
立
ち
前
の
ヒ
ナ
（
巣
鷹
）

を
捕
ま
え
て
、
こ
れ
を
飼
い
慣
ら
す
の
が

一
般
的
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
鷹
の

営
巣
地
に
つ
い
て
、
国
や
郡
を
単
位
に
書

き
上
げ
た
「
諸
国
鷹
出
所
地
名
」
と
い
う

名
の
書
物
さ
え
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
「
富
士
山
」
あ
る
い
は
「
成
沢
」

↓
Ｎ０ ５㎞

岡
県
富
士
宮
市
）
や
、
さ
ら
に
は
北
東
麓

の
甲
斐
・
駿
河
国
境
付
近
（
山
中
湖
村
）

に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

＊

＊

＊

当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
調
査
活
動
と
申

し
ま
す
と
、
富
士
山
に
対
す
る
信
仰
、
富

士
山
へ
向
か
う
交
通
路
、
ど
う
し
て
も
こ

う
い
っ
た
観
点
に
傾
き
が
ち
で
し
た
。

令
和
六
年
度
の
第
二
回
企
画
展
で
は
、

こ
れ
ま
で
は
趣
を
変
え
て
、
富
士
山
周
辺

に
棲
息
し
た
鷹
、
鷹
と
人
間
の
関
わ
り
合

い
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

（
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
）

と
い
っ
た

地
名
が
登

場
し
て
き

ま
す
。
成

沢
村
（
鳴

沢
村
）
を

は
じ
め
、

豊
か
な
森

林
が
広
が

る
富
士
山

麓
は
、
鷹

の
営
巣
地

と
し
て
広

く
知
ら
れ

て
い
た
よ

う
で
す
。

一
方
、

鳴
沢
村
の

（年未詳） 武田勝頼書状
「富士巣」で採れた鷹を贈り物
としている。

富士山周辺の「御巣鷹場」

下に掲げた絵図から鳴沢村地内に所在した御巣鷹場の位置を推
定した（朱線）。富士宮市に付した青線は、武田氏の文書に
拠った。山中湖周辺の３カ所（黒線）については、江戸時代の
諸史料（平野村の「村明細帳」など）から推定した。

側
に
も
、
巣
鷹
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
が
数

多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
ひ
も

と
い
て
い
き
ま
す
と
、

世
紀
の
後
半
に

は
、
巣
鷹
を
上
納
す
る
、
そ
の
か
わ
り
年

貢
は
免
除
す
る
と
い
っ
た
取
り
決
め
が
、

領
主
と
村
民
と
の
間
に
で
き
あ
が
っ
て
い

た
こ
と
、
こ
う
し
た
由
緒
に
も
と
づ
き
、

成
沢
村
は

世
紀
の
前
半
ま
で
「
無
年

貢
」
＝
年
貢
免
除
で
あ
っ
た
こ
と
、
村
域

の
各
所
に
、
鷹
の
営
巣
地
と
し
て
保
護
す

べ
き
区
域
＝
「
御
巣
鷹
場
」
（
御
巣
鷹

山
）
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

周
辺
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
御
巣
鷹
場

は
、
県
境
を
越
え
て
駿
河
国
富
士
郡
（
静

16

18

成沢村御巣鷹山絵図 寛延４年（1751）

鳴沢村役場には、同内容の絵図面二舗が伝わっている。本村お
よび枝村の大田和にそれぞれ伝来したらしい。大田和のものを
掲げた。成沢村の地内に所在した６ヶ所の御巣鷹山の所在を明
示している。

成沢（鳴沢）

鷹丸尾



富士山憲章（行動規範）

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

平成10年11月18日 山梨県・静岡県

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための
行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民
的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。

■編集・発行 富士山ボランティアセンター
（富士山憲章山梨県推進会議）

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。
https://www.yamanashi-
kankou.jp/volunteer/newsletter/index.html

富士山環境保全関連イベントは「富士の国やまなし観光
ネット」の富士山ボランティアセンターのホームページかイ
ンスタグラムにアクセスください。
https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
https://www.instagram.com/fujisanvolunteercenter/

～ i n f o r m a t i o n ～

※各会場の休業・休館日や開館・営業時間に関しては、各会場にお問い合わせください。

URL:https://www.yamanashikankou.jp/volunteer/event/no22_kinga_top.html

【HP】 【Instagram】

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1
（富士山世界遺産センター北館内）
TEL: 0555-20-9229 FAX: 0555-72-4114
E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp

令和7年 2月 14日(金)～ 2月 27日(木) 山梨県立富士山世界遺産センター南館（富士河口湖町）
令和7年 3月 1日(土)～ 3月 16日(日) 三ツ峠グリーンセンター（西桂町）
令和7年 3月 19日(水)～ 4月 7日(月) 山中湖温泉紅富士の湯（山中湖村）
令和7年 4月 10日(木)～ 5月 12日(月) 河口湖ショッピングセンターBELL（富士河口湖町）
令和7年 5月 14日(水)～ 5月 26日(月) 御殿場市民交流センターふじざくら（静岡県御殿場市）
令和7年 5月 28日(水)～ 6月 11日(水) 道の駅なるさわ（鳴沢村）
令和7年 6月 13日(金)～ 7月 2日(水) ふじさんミュージアム（富士吉田市）
令和7年 7月 5日(土)～ 7月 30日(水) 身延町総合文化会館（身延町）
令和7年 8月 1日(金)～ 8月 29日(金) 山梨中央銀行本店（甲府市）
令和7年 9月 3日(水)～ 9月 18日(木) 四季の杜おしの公園小池邦夫絵手紙美術館（忍野村）
令和7年 9月 22日(月)～ 10月 9日(木) 富士河口湖町役場（富士河口湖町）
令和7年10月11日(土)～ 10月28日(火) 富士吉田市民会館（富士吉田市）
令和7年11月 1日(土)～ 11月30日(日) 韮崎市立大村記念図書館（韮崎市）
令和7年12月 6日(土)～ 12月18日(木) 静岡県富士山世界遺産センター（静岡県富士宮市）
令和7年12月20日(土)～令和8年1月8日(木)

山梨県立富士山世界遺産センター北館（富士河口湖町）

スピンオフ☆高校生ボランティア選出作品☆
第22回富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～では、入賞作品20点を除いた入選作品

180点の中から、高校生ボランティアに5部門各1枚を選んでもらいました。
選ばれた作品にはそれぞれオリジナルの賞名がつけられています。作品巡回展では、選出
作品にオリジナル賞のステッカーが目印となっています。
また、富士山ボランティセンターのインスタグラムでは、選出作品と選んだ理由を公開

しています。作品巡回展とSNSあわせてお楽しみください。


